
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず

大
阪
敏
行
大
学
院
市

野
口
克
海

大
阪
の
南
河
内
に
あ
る
太
子
中
学
校
で
は
、
二
時
間
目
と
三
時

間
自
の
問
に
二
O
分
の
行
間
運
動
を
行
っ
て
い
る
。

二
時
間
目
終
了
の
チ
ャ
イ
ム
が
嶋
る
と
、
わ
ず
か
二
、
三
分
で

百
O
O人
ほ
ど
の
全
校
生
総
が
か
け
足
で
運
動
均
に
や
っ
て
く
る
・

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
山
が
流
れ
だ
す
と
、
あ
っ
と
汚
う
間
に
輸

に
な
っ
て
、
先
生
も
生
徒
も
笑
顔
で
手
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
踊
り
だ

す。
全
校
生
徒
が
一
人
残
ら
ず
、
ご
く
自
然
に
児
交
仲
良
く
手
を
つ

な
ぎ
な
が
ら
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
い
る
．

な
ご
や
か
で
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
機
子
を
見
学
し
た
人
は

「A
，
ど
き
、

こ
ん
な
中
学
校
が
あ
る
の
か
！
」

と
、
持
、
感
動
の
戸
を
あ
げ
る
・

百
聞
は

一
見
に
し
か
ず
で
あ
る
・

保
滋
汗
の
一
需
の
願
い
は
、

「
チ
ど
も
が
、
い
じ
め
ら
れ
た
り
せ
ず
、
友
達
と
仲
良
く
で
き

て
、
付
即
日
殺
し
く
学
校
に
行
っ
て
欲
し
い
」

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
・

我
が
子
が
喜
ん
で
学
校
へ
通
っ
て
い
る
の
に
、
学
校
の
恋
口
を

言
い
ふ
ら
す
保
綾
者
は
い
な
い
。

先
生
た
ち
が
子
ど
も
の
話
を
聞
い
て
や
る
．
一

緒
に
し
っ
か
り

遊
ぶ
．
勉
強
も
元
気
に
孤川取
る・

内政
い
訴
判
が
広
が
る
．

学校の評判
患⑬日はどこに集まるものか

校
内
の
放
課
後
支
援
活
動
を
情
報
収
集
の

出
島
に

的
附
大
学
教
俊

馬
居
政
幸

四
月
半
ば
、
韓
国
の
教
育
改
革
を
主
導
す
る
研
究
者
を
案
内
し

て
小
学
校
の
教
室
を
活
用
し
た
こ
つ
の
市
の
放
線
後
児
童
支
援
施

設
を
訪
ね
た
・
保
湿
者
が
働
く
三
年
次
生
ま
で
対
象
の
有
料
施
設

A
と
格
制
附
す
れ
ば
在
校
生
の
維
も
が
無
料
で
利
川
で
き
る
が
五
時

以
降
は
有
料
の
施
設
B
で
あ
る
。
崎
将
国
側
が
示
し
た
附
心
は
二
つ
．

一
つ
は
学
校
施
設
と
の
関
係
。

A
は
廊
下
側
の
入
口
が
閉
鎖
さ

れ
出
入
り
は
中
庭
側
か
ら
で
他
施
設
の
利
用
は
不
可
。
B
は
事
前

中
却
で
使

m可
能
だ
が
全
児
滋
対
象
で
も
専
用
室
は
A
と
同
じ
こ

ん念。

自
分
の
学
校
な
の
に
な
ぜ
使
え
な
い
の
か
、
と
の
疑
問
に
学

校
側
の
桝
H

辺
白
任
拒
有
給
で
納
得
さ
せ
る
の
は
困
難
だ
っ
た
・

ニ
つ
は
同
胞
設
と
も
遊
ば
せ
る
の
が
指
溝
円
以
の
役
割
で
あ
る
こ

と
。
な
ぜ
勉
強
を
数
え
な
い
の
か
が
幌
国
側
の
本
也
な
疑
問
。
共

働
き
山
初
の
附
加
で
、
安
全
確
保
と
学
力
向
上
を
理
由
に
恥
一通
い

す
る
子
ど
も
の

m加
が
社
会
問
題
化
し
、

そ
の
解
決
策
を
求
め
て

日
本
の
放
線
後
支
援
荷
動
の
制
査
に
き
た
か
ら
で
あ
る
・

実
は
仰
国
側
の
疑
問
は
、
子
ど
も
を
比
守
る
指
満
員
、
割
問
け
る

保
護
』
円
、
近
所
の
位
指
人
、
般
凶
と
運
営
に
か
か
わ
る
市
の
田
川
社

但
当
臓
只
の
誰
も
が
学
校
と
教
師
に
対
し
て
抱
い
た
疑
問
で
あ
っ

た
。
替
は
学
校
の
門
（
常
識
）
の
外
だ
が
、
教
室
活
用
の
放
線
後

児
童
文
般
は
学
校
に
聞
い
た
往
の
出
品
の
よ
う
な
も
の
・
そ
れ
を

学
校
の
山
ぬ
と
み
な
せ
ば
、
挫
の
市
’
は
無
限
に
聞
こ
え
て
こ
よ
う
・

7 
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学
校
の
評
判
H
替
の
声
は
ど
と
に
集
ま
る
も
の
か

行
川

u

－Nじ
し
か

rp野
口
允
刈
）
い
以
内
の
似
点
品
川
支
出
治
動
A
」
’
同
級
似
川
市
の
出
釘
に
（
田
川
属
政
拳
｝
学
伎
の
山
川
川
川
M
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
4
4
L
Z
ね
し
て
J
R

｜
ル
C
仏
わ
る
（
明
石
委
ご
円
明
か
ら
メ
デ
ィ
ア
対
応
を
考
え
て
〈
小
川
間
決
｝
似
の
学
M
M

数
百
の
価
値
観
で
決
ま
る
の
か
現
尖
（
H

川
上
敏
明
）
自
分
の
子
と
も
に
対
す
る
対
応
（
長
南
出
向
昭
）

7 

H学
校
の
教
育
力
H
H
あ
る
な
し
評
価
・
私
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

や

っ

ぱ

り

「

学

力

調

査

結

果

」

だ

菱

村

校

長

は

学

校

の

動

く

広

告

港

の

役

割

を

古

川

学
校
長
が
子
ど
も
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
。
温
か
く
語
る
こ
と
が
で
き
る
．
：
・
藤
井

「
先
生
」
以
外
の
来
客
を
、
ど
う
も
て
な
し
て
い
る
か
藤
川

「
縫
出
文
撤
回
に
対
す
る
翠
売
さ
が
、
子
ど
も
と
向
き
合
う
敏
師
の
ま
h

や
慢
幾
力
を
季
v
：

神

永

典

郎

同

一
人
ひ
と
り
の
学
習
量
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
：
：
・
：
横
田
経
一
郎
却

評
価
者
自
身
の
綬
祭
力
が
試

さ

れ

る

「

授

業

力

評

価

」

山

本

良

和

幻

「
応
答
」
と
「
ゆ
さ
ぶ
り
」
の
あ
る
慢

業

深

津

広

明

剖

評
判
の
学
校
を
参
観
し
て
H
考
え
た
と
と
・
思
っ
た
ζ
と

学
テ
で
ト
ッ
プ
・
秋
田
の
学
校
を
惨
観
し
て
：
j
i
－－j
i
－－：：・
j

i
－

－

外

池

智

出

生
活
・
総
合
の
発
信
地
、
よ
越
市
の
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
・
：
金
馬
国
晴
お

教
科
の
枠
を
超
え
た
教
育
・
伊
那
小
を
参
観
し
て

j
i
－

－

－

加

納

誠

司

叩

授
業
研
究
で
伝
統
あ
る
堀
川
小
を
参
観
し
て

：

：

・

：

：

：

・

菊

地

哲

ロ

一
万
人
が
押
し
寄
せ
る
筑
波
大
附
属
小
を

惨

観

し

て

：

：

熊

谷

純

M

近
餓
大
学
［
mM
巾

l
n
c
Z
］
英

語

の

体

験

学

習

を

参

観

し

て

木

原

晴

夫

祁

附

属

だ

か

ら

で

き

る

公

開

研

を

参

観

し

て

大

内

田

優

犯

不
登
校
児
が
通
う
学
校
！
｜
｜
八
王
子
市
立
高
尾
山
学
園
の
工
夫
：
・
光
岡

日
本
一
月
謝
が
高
い

？

私

学

を

参

観

し

て

・

：

・

：

・

遠

藤

特

別

支

提

で

成

果

を

あ

げ

て

い

る

学

校

を

参

観

し

て

高

橋

洋
一
刊

敬

位

佳

子

制

カ
が
あ
る
人
は
4
7
H
と
の
問
題
の
今
後
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

石赤戸福田
弁明田井中

耕
治

M
W

秀
夫
刊

忠
雄
日

侃
司

臼

回
目
壮
一
山
引

学
力
の
質
と
髭
の
問
題
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

教
員
の
研
修
制
度
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
：
・
：
：

一
貫
校
の
行
く
末
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
：
：
：

教
育
の
情
報
ネ
ッ
ト
化
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

現
場
と
行
政
の
か
か
わ
り
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

H

自
評
と
他
評
H

が
事
離
し
て
い
た
と
き
日
ど
う
い
う
対
応
が
ベ
タ
ー
か

ま
ず
は
受
容
し
．
自
己
凝
視
を
｜
然
る
後
に
冷
静
な
思
索
と
吟
味
を
l
i
野
口

人
を
ど
う
に
か
し
よ
う
と
い
う
附
に
足
ぜ
だ
ろ
う
迄
客
観
的
に
勾
え
る
こ
と
で
大
き
な
成
長
が
あ
る
：
雨
宮

教
育
的
タ
ク
ト
の
発
想
で
：
・
：
j
i
－－：；－
a
a

－－i
j
i

－
－
・
・
；
：
：
宮
崎

自
評
と
他
評
が
、
常
に
一
致
す
る
も
の
だ
と
思
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
：
・
小
林

芳

宏

加

久

印

猛

ω

幸

雄

臼

教
師
の
人
間
力
！
キ

l
・
コ
ン
ビ
テ
ン
シ
ー
を
考
え
る
固

一
物
館
る
力
は
教
育
の
逮
磁

一匡
一
学
校
は
何
を
期
待
さ
れ
て
い
る
か
｜
新
指
導
要
領
が
刺
激
し
た
も
の
図

面
相
一
一
確
か
な
学
力
は
確
か
な
指
導
か
ら
：
：
・

Er
私
か
ら
見
た

n
全
国
学
テ
の
光
と
影
μ

図

信
国
一
二
回
の
学
力
テ
ス
ト
で
わ
か
っ
た
こ
と
・

劃
大
阪
誠
宵
の
陣
包

厄
咽
一
プ
ロ
の
教
師
て
な
ん
や
ね
ん
j
i
－－－

軍
新
指
導
要
領
の
学
力
観
と
学
力
評
価
の
方
向
図

：J
…
『
生
き
る
カ
」
の
輸
と
な
る
『
確
か
な
学
力
」
に
つ
い
て
－

j
i－－

担
任
へ
の
不
満
！
親
の
本
音
の
姶
い
方
固

一
手
づ
く
り
パ
ズ
ル
よ
り
よ
い
学
綬
づ
く
り
の
た
め
の
艶
か
ら
の
鑓
察
③
j

i
－－：；
j
i
l－－；・官同漬

立
回

鹿
裕

無
藤

隆

68 

明
石

要

長
谷
川
潤
子

加
藤

明
正
伸
市 511 70 72 74 
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小学校英語授業をとうつ〈る函船田

校長室の環構づくり包長野藤夫
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提

学校のトレンディ回

講話で語る祝日の由来盟小松

こんなことご存知？~紙3 ・ 4

色Ill4 


